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として AE(Acoustic Emission)センシングによる異常検知が行われている．AE とは物
体の損傷などにより発生する数 10kHz から数 MHz におよぶ広周波帯域の弾性波であ
り，この AE を利用した非破壊検査を AE センシングと呼ぶ．従来，AE センシングに






























 第１章では，研究の背景として回転機械の異常検知の現状と AE センシングによる異
常検知の有効性と問題点，および研究目的について述べている． 

















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関し、審査委員からオートエンコーダのパラメータの決め方，実運用に向け
た学習方法のアイディア，他のセンシング手法への応用，異常検知性能において提案手
法と他のセンシング手法との比較，主成分分析により次元圧縮した場合と比べ有用な情
報は得られるのか，閾値の決定の方針，など様々な質問がなされたが，いずれも著者か
ら満足で明確な回答が得られた. 
また，公聴会においても，多数の出席者があり，種々の質問がなされたが，いずれも
著者の説明によって質問者の理解が得られた. 
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
